SAGE’s Staff Meeting

07/24/01
Doshisha Univ. Meitoku-kan


きょうのタイムラインとアジェンダ
1． 違法伐採の署名について･･･p.1~4

2． ドーハプロジェクトから10月勉強会企画について･･･p.5~6

3． イオン環境財団の財団募集について

4． スタッフからの報告

a. タイムライン･･･p.7~9

b. ロジスティックス･･･p.10~12

c. 内務

d. 外務

e. 財務

f. 編集
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皆様、こんにちは
　
　急なお願いで申し訳ありません。
以下の件にご賛同いただける団体は、私の方か、ＩＥＡ　ＵＫへ、直接団体名の英語名をお送りください。　尚、これは、署名までは無理だろうけれど、ぜひとも状況を知らせたいとお思いの団体への転送も大歓迎です。日本では、たくさんのラミンが安価で販売されてきました。また、今でも、たくさんの密輸があるとインドネシアの団体から報告を受けています。ラミンが貴重樹種だということすら、知らない方が多いのではと危惧しています。よろしくご協力ください。暑さ厳しき折、ご自愛ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥村　知亜子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
環境保護団体、消費者団体各位
「インドネシアの貴重樹種ラミンをワシントン条約付属書Ⅲに登録する政策への支
持」のお願い　（転送歓迎）　　
　　　
【違法伐採木材を大量に輸入している日本】　
　 世界有数の木材消費国日本が輸入する木材の半分は、違法・不法に伐採されているとも言われており、海外のNGOから、日本の違法伐採への関与に抗議する声が大きく上がっています。政府も、違法に伐採された木材の輸出入に対処するための方策を検討しようとしています。
【インドネシアでの伐採の８割が違法で伐採されているという貴重樹種ラミン】
　昨年来日したインドネシアの環境ＮＧＯテラパックから、インドネシアのラミン材が、国立公園からも切り出されているという映像を交えた生々しい報告を受けました。ホームセンターなどで、丸棒としてよく見かけられるラミン材ですが、枯渇を危ぶまれる貴重樹種なのです。
【ラミン材の商業取引禁止令の施行】
　この運動の高まりのただ中で、今年４月11日、インドネシア政府は、国内外を問わずラミンの伐採、商業取引を禁止する大臣令を発令し、５月12日に施行されました。また、インドネシア政府は、ワシントン条約（絶滅の恐れのある野生動植物の国際取り引きに関する条約）付属書Ⅲへのラミンの登録を申請しました。
【ワシントン条約付属書Ⅲリスト登録への支持表明を】
　しかし、木材業界の一部からは、ワシントン条約へのラミンの登録に対する抵抗が始まっているようです。
　イギリスのNGOであるEIAは、インドネシアのテラパックとともに、こうした動きに対して、ワシントン条約付属書IIIへの登録を支持する声明文を作成し、世界中にその署名への支持を求めています。
　ぜひ、日本の環境保護団体、及び、消費者団体の皆様も登録支持を表明していただきたいと存じます。署名に賛同していただける場合は、貴団体名を、ラミン調査会の下記メールアドレスあてにお送りください。期限は７月22（日）です。ＥＩＡからの署名依頼文の翻訳を最後に載せましたので、ぜひ、お読みください。
ラミン調査会　　奥村知亜子　（ウータン・森と生活を考える会所属）
　　　　　　　　　　　　　　　fwpc3808@mb.infoweb.ne.jp

　貴団体名は、EIAへお送りしますが、そちらより直接送っていただく場合は、下記のメールアドレスまで、英語でお送りください。
インドネシアの団体 - email Hapsoro at Telapak - hapsoro@telapak.org

アメリカの団体- - email Geetha at EIA US -geetha@eia-international.org

日本を含めたその他の団体- email Nick at EIA UK -nickmole@eia-international.org

　また、その場合でも、こちらに、必ず一報くださいますようお願いします。現地の新しい動きについて、情報をお伝えします。
ラミン調査会　　奥村知亜子　（ウータン・森と生活を考える会所属）
fwpc3808@mb.infoweb.ne.jp

EIAからの、署名の依頼文の日本語訳
前略　親愛なる皆様
　インドネシアから輸出されるラミンの、ワシントン条約付属書Ⅲへの登録を支持する要請文を添付します。この要請文は、私たちの運動のパートナーであるテラパック・インドネシアから、インドネシア国内の団体や個人にも送られ、また、私達の姉妹組織であるＥＩＡ ＵＳからも、アメリカ国内の団体や個人に送られています。
　この決定を翻えそうとする圧力が、インドネシア政府に不当に加えられています。だから、私たちは、国際社会からの支持がこの重要な登録を固持していくためには大きな力になると信じているのです。
（私達の趣旨に賛同していただけるならば）あなたの団体を代表して署名するために（以下の
送り先メールアドレスを掲載しておきます。）」
インドネシア- email Hapsoro at Telapak - hapsoro@telapak.org

アメリカ合衆国- email Geetha at EIA US - geetha@eia-international.org

日本を含むその他の団体- email Nick at EIA UK -nickmole@eia-international.org

ありがとうございました。
草々
Dave Currey

Director,

Environmental Investigation Agency UK

インドネシアから輸出されるラミンの、ワシントン条約付属書Ⅲへの登録を支持する要請文
　ラミンは、ボルネオ島やスマトラ島の一部の泥炭湿地にしかみられない、 かなり貴重な熱帯の樹種である。ラミン材は、国際市場において、かなり高い販売価値がある。１９９８年より増大傾向にあるラミンの違法伐採が、今やこの樹種の生存をも脅かしている。インドネシア国内の経済危機がラミンの盗伐と海外への密輸 を促しているが、今や、それで何百万ドルもの外貨を稼いでいるのである。
　ラミン材の違法伐採や密輸は、政府官僚や軍隊、インドネシアの国会議員たちの関与する汚職によって可能となってきたことが知られている。
　タンジュンプティン国立公園のような保護地区でラミンの伐採の多くが行われているわけだが、そのことはまた、アジアで唯一の類人猿、オランウータンの生存をも脅かしているのだ。
 インドネシア政府は、ラミン材の伐採と許可されていない取引を停止するための処置を設けた。インドネシアの林業大臣は、ラミン材の伐採と販売を禁止し、また、この樹種をワシントン条約付属書Ⅲに登録するよう提案した。
 ワシントン条約付属書Ⅲにラミンを登録することで、インドネシアのラミン材が国際市場で取引されるのを防ぐことができる。なぜなら、この登録で、ワシントン条約に批准している国に、インドネシアのラミン材の輸入を防ぐための法的なメカニズムを与えることができるだろうからである。
　しかし、木材産業内のあるグループは、この政府の行動に抵抗している。これらの企業は、抵抗することで事実上、違法伐採を行っていることを認めている。
 国の潜在的な損失は、（最も高額なラミンの値段1立方メートルにつき、1000ドル（ＵＳドル）と仮定すれば。）年間５億ドルにのぼり、これは、年間５０万立方メートルの木材に相当するものであると、これらの企業は公表した。
 しかしながら、林業省から出された公式なデータは、2001年のラミンの合法的な伐採量がたったの2万4千立方メートルしかないということを示している。
 この量は、せいぜい高く見積もっても、たったの2400万ドルの収入を示すものであ る。この単純な説明だけでも、これらの企業が行った違法伐採によるラミン材の量が莫大なものであるということが分かる。 

私達、署名をした者は、こう宣言する。
　・私達は、インドネシアのラミン材の伐採と取引の一時停止を支持する。
  ・私達は、インドネシアのラミンを、国際市場でのラミン材の違法な取引を管理す
 　る手段としてワシントン条約の付属書Ⅲへ登録することを支持し、歓迎する。
　・私達は、インドネシアの違法伐採に対して、明らかに意識して対策を講じようと
　　しない木材業界の根拠のない抗議に対し批判する。
Project Dohaの１０月連続勉強会企画書

文責：小林駿吾
目的：　１１月に京都大学の学園祭でSAGE Project Doha主催のWTOシンポジウムと全国のNGOによるWTO戦略会議が予定されている。そしてこの時期はWTO新ラウンドの立ち上げという重大な議題を抱えるWTO第４回閣僚会議がドーハで開催される。しかしこういった大きなイベント・会議を前に、WTOに関する問題に対しての注目度はまだ不十分なものであると私たちは認識している。そのため、ドーハプロジェクトに普段あまり関わる機会の少なかったSAGEメンバーやSAGEとの接点の薄かった人に、WTOとそれにまつわる諸課題について興味・関心を少しでも高めていくことができればと考え、連続で勉強会を企画することとした。

また同時にプロジェクト立ち上げから半年近くを経て、メンバーの多くが知識・情報を収集・蓄積してきた。その成果をメンバー内に対してだけではなく、外部の人に説明することで知識の再確認をはかることもできるのではないかと考えている。そして普段自分とのかかわりの少なかった分野に対して、メンバー内で知識の共有を図る場所としても有益な場所でもあるだろう。

勉強会では、さまざまな分野からWTOが抱えている論点を発表する。WTOにまつわる問題は非常に多岐にわたっていて、一度に論ずるには大きなテーマである。そのため連続勉強会という形でいくつかにわけ、すでに個別イシューでわかれて勉強をすすめているグループがそれぞれのイシューをとりあげることとした。

そのグループとは別に、７月上旬にカナダのバンクーバーで開かれた「水に関するNGO会議」へ参加したメンバーの報告も一連の勉強会で行う。WTOと結びつく面が多いとされる「水問題」がNGO間で実際にどのような議論がなされているのかについて発表し、参加者の間で議論をしていきたい。

内容：　すでにプロジェクト・ドーハ内では、いくつかのグループにわかれてそれぞれが分野ごとに分かれて勉強をすすめている。この勉強会では主としてグループごとに培ってきた知識・情報を展開するという点から、既存のグループの主導による勉強会を行う。もちろんこれはグループ外の人が他のグループの勉強会への企画参加を否定するものではない。勉強会の中身については各グループがつくり、それをプロジェクト全体の勉強会の中で議論しあい、よりよいものとする形を考えている。勉強会は計６回を予定している。

タイムライン：<内容について>

　　　　　　　　扱うテーマや大まかな構想はドーハ合宿やその他各グループが設定するミーティングの場で練ることとする。しかし後で述べるように、ビラのタイムラインに間に合わせる必要があるので、遅くともビラを作成しはじめるときまでには決めることになる。

<ビラ>

　９月下旬のスタッフ・方向性ミーティングに原本を吟味・配布する必要があるので、９月第２～３週目にビラを作成し、完成次第ドーハミーティングで吟味することになる。その後は広報スキームにのっとってビラを各所で掲示する。今回は同志社でも開催する予定なので、新しいメンバー確保という観点からも、同志社の広報には力をいれたい。同志社での開催は不透明な部分が多々ある。９月２６日に詳細がわかるため、ビラに関しては、まず分かる範囲での情報のものを第１版とし、その後新たに情報が入り次第、新版を作成するものとする。

<勉強会>

　１０月５（金）・１２（金）・１８（木）・２０（土）

・２５（木）・２７（土）

　　　　　　土曜日は１度に２回開催（ダブルヘッダー）

場所：　平日：中京成年の家　京大総人１号館

　　　　土曜：同志社大学（ＥＶＥ期間を利用）

会計：　支出：レジュメ代、場所代、機材代（必要に応じて）　

　　　　収入：レジュメ代等

〔ドーハプロジェクトで清算〕

（2001年7月23日）

	内部
タイムライン
	　
	SAGE全体
	ドーハ
	Climatechange
	復活屋Ⅱ
	フェアトレード

	7月24日
	(火）
	staff M
	　
	↓
	　
	　

	7月25日
	(水）
	　
	M
	↓
	　
	　

	7月26日
	(木)
	　
	　
	↓
	　
	　

	7月27日
	(金)
	　
	　
	↓
	　
	　

	7月28日
	(土)
	　
	　
	↓勉+M　18:00～
	M
	　

	7月29日
	(日)
	　
	　
	　
	木工？
	　

	7月30日
	(月）
	　
	べんきょー会
	　
	　
	　

	7月31日
	(火）
	DM
	　
	　
	　
	　

	8月1日
	(水）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月2日
	(木)
	　
	　
	　
	　
	　

	8月3日
	(金)
	　
	　
	　
	　
	　

	8月4日
	(土)
	　
	　
	　
	　
	　

	8月5日
	(日)
	　
	　
	　
	　
	　

	8月6日
	(月）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月7日
	(火）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月8日
	(水）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月9日
	(木)
	　
	　
	　
	　
	　

	8月10日
	(金)
	　
	　
	　
	　
	メキシコイベント

	8月11日
	(土)
	　
	　
	勉+M　18:00～
	木工？
	　

	8月12日
	(日)
	　
	　
	　
	木工？
	　

	8月13日
	(月）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月14日
	(火）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月15日
	(水）
	　
	　
	COP６パート2報告会
	　
	　

	8月16日
	(木)
	　
	合宿
	第二週に予定
	　
	　

	8月17日
	(金)
	　
	合宿
	　
	　
	　

	8月18日
	(土)
	　
	合宿
	　
	　
	　

	8月19日
	(日)
	　
	　
	　
	　
	　

	8月20日
	(月）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月21日
	(火）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月22日
	(水）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月23日
	(木)
	　
	　
	　
	　
	　

	8月24日
	(金)
	　
	　
	　
	　
	　

	8月25日
	(土)
	　
	　
	　
	　
	　

	8月26日
	(日)
	　
	　
	　
	木工？
	　

	8月27日
	(月）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月28日
	(火）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月29日
	(水）
	　
	　
	　
	　
	　

	8月30日
	(木)
	　
	合宿
	　
	　
	　

	8月31日
	(金)
	　
	合宿
	　
	　
	　

	9月1日
	(土)
	　
	合宿
	勉+M　18:00～
	　
	　

	9月2日
	(日)
	　
	　
	上旬に
	木工？
	　

	9月3日
	(月）
	　
	　
	合宿＠北海道
	　
	　

	9月4日
	(火）
	　
	　
	まだ未定
	　
	　

	9月5日
	(水）
	　
	　
	　
	　
	　

	9月6日
	(木)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月7日
	(金)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月8日
	(土)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月9日
	(日)
	　
	　
	　
	木工？
	　

	9月10日
	(月）
	　
	　
	　
	　
	　

	9月11日
	(火）
	SM？
	　
	　
	　
	　

	9月12日
	(水）
	　
	　
	　
	　
	　

	9月13日
	(木)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月14日
	(金)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月15日
	(土)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月16日
	(日)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月17日
	(月）
	　
	べんきょー会
	　
	　
	　

	9月18日
	(火）
	DM？
	　
	　
	　
	　

	9月19日
	(水）
	　
	M
	　
	　
	　

	9月20日
	(木)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月21日
	(金)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月22日
	(土)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月23日
	(日)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月24日
	(月）
	　
	べんきょー会
	　
	　
	　

	9月25日
	(火）
	SM
	　
	　
	　
	　

	9月26日
	(水）
	　
	M
	　
	　
	　

	9月27日
	(木)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月28日
	(金)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月29日
	(土)
	　
	　
	　
	　
	　

	9月30日
	(日)
	　
	　
	　
	　
	　

	10月1日
	(月）
	　
	べんきょー会
	　
	　
	　

	10月2日
	(火）
	DM
	　
	　
	　
	　

	10月3日
	(水）
	　
	M
	　
	　
	　

	10月4日
	(木)
	　
	　
	　
	　
	　

	10月5日
	(金)
	　
	外向き勉強会
	　
	　
	　

	10月6日
	(土)
	全体会
	　
	　
	　
	　

	10月7日
	(日)
	全体会
	　
	　
	　
	　

	10月8日
	(月）
	全体会
	べんきょー会
	　
	　
	　

	10月9日
	(火）
	SM
	　
	　
	　
	　

	10月10日
	(水）
	　
	M
	　
	　
	　

	10月11日
	(木)
	　
	　
	　
	　
	　

	10月12日
	(金)
	　
	外向き勉強会
	　
	　
	　

	10月13日
	(土)
	　
	　
	　
	復活市
	　

	10月14日
	(日)
	　
	　
	　
	　
	　

	10月15日
	(月）
	　
	べんきょー会
	　
	　
	　

	10月16日
	(火）
	DM
	　
	　
	　
	　

	10月17日
	(水）
	　
	M
	　
	　
	　

	10月18日
	(木)
	　
	外向き勉強会
	　
	　
	　

	10月19日
	(金)
	　
	　
	　
	　
	　

	10月20日
	(土)
	　
	外向き勉強会
	　
	　
	　

	10月21日
	(日)
	　
	　
	　
	　
	　

	10月22日
	(月）
	　
	べんきょー会
	　
	　
	　

	10月23日
	(火）
	SM
	　
	　
	　
	　

	10月24日
	(水）
	　
	M
	　
	　
	　

	10月25日
	(木)
	　
	外向き勉強会
	　
	　
	　

	10月26日
	(金)
	　
	　
	COP７
	　
	　

	10月27日
	(土)
	　
	外向き勉強会
	↓
	　
	　

	10月28日
	(日)
	　
	　
	↓
	　
	　

	10月29日
	(月）
	　
	べんきょー会
	↓
	　
	　

	10月30日
	(火）
	DM
	　
	↓
	　
	　

	10月31日
	(水）
	　
	M
	↓
	　
	　


ロジより
logi.sm.r.07-24-01.txt
文責：藤原和幸
□議題
・ミーティング場所について
詳細は下記。
　
□報告
・例会で機材についてのアンケートを採りました→集計中。
・機材と施設に関するデータベース作成中。
・WEBの方は検討中。
・京都市桃井青年の家の情報を追加。
・次回全体会チームへの参加者は検討中。
・同志社大学学友会任意団体登録済み！
　公一朗とゆうきと千鶴をはじめとする皆さんの努力のおかげで、同志社学友会にセージが2001年度任意団体として登録されました。
　任意団体証を代表の公一朗とロジのわらっち（当座）が一枚ずつ保管しています。
　2001年度同志社大学学友会任意団体証
　セージ 文化系 59番
　有効期限：2002年2月の登録更新時まで
　学友会 TEL:075-251-4441

□議題
・ミーティング場所
　上記の通り、同志社の学友会に2001年度任意団体として承認されたので、ぼちぼち、9月末からはミーティング会場を同志社大学明徳館から同志社学生ラウンジへ変更してもいいのではないでしょうか？
　※その際は、任意団体証を携帯していた方がよいと思います。
　そこで、1枚は代表の公一朗（京大）、もう1枚は副代表の荘太またはサブ・スタッフリーダーの駿吾のいずれかで、立命の人が持っていた方が、受け渡しがしやすいかも。
各プロジェクトなども使用するでしょうし。
　で、紛失しないように、ロジに受け渡しの情報だけ、送ってくれればよいと思うのですが。
　具体的には、携帯のメールから、
TO:sage-logi@freeml.com

Subject:学友会任意団体証
Body:誰から誰がいつ受け取ったか。
　　　何の為に（何のミーティングで）使用するのか？
　　※受け取った人が情報を送ること！
□要望・提案
○公一朗へ
同志社大学学友会任意団体登録・更新についての手続きなど詳細をロジへ下さい。
ご苦労様でした。お願いします。
○ドーハへ
合宿会場亀岡?!（新規開拓）の情報の詳細教えて下さい。青年の城はラジオ体操＆朝の朝礼が必須とか、そういう情報も。
○COP6へ
北海道の合宿場所、SAGEとして使えるよいとこなら、情報下さい。9月からの対外勉強会の会場についての情報も決まり次第。
○フェアトレードへ
京大・立命の企画申請に注意して下さい。
☆京大
　誰が、パンフ持ってたっけ？
　→ドーハが講演会企画を申請済み
☆立命
　こうへいのメール[sagestaffs]または[sage-edit:0085]01.07.05より
　企画は以下のものなのかな？一次は終わっちゃった？
　詳細は冊子をご覧下さい。
・募集期間　7/9（月）～21（土）
・冊子の場所　中央事務局、学生センター、学生会館入り口、中川会館
　　　　　　　各学部基本棟のポケットつきはめ看板

・問い合わせ先　学園祭事務局（学生会館１Fゆんげ横）
　　　　　　　　９７５－４６５－７８９１
☆同志社
　上記の通り、同志社の学友会に2001年度任意団体として承認された
ので、EVE（学祭）にも参加できます。
　詳細は、同志社キャンパス内立て看をご覧下さい。
· ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

内務より
n.sm.r.07-24-01

文責：小林駿吾

【次回全体会について】

· スタッフを決める必要性。

· 内容はまったくの白紙状態。明日のドーハミーティング後にこれからの準備に関してのスキームを、和樹やその他の人と一緒に話し合う予定。

· 希望・・・また名簿をつくりたいな。

· 今回はできるだけ内輪にならないようにしたいと考えていますが、もう急がないと前回と同じようなことになってしまうと思います。各スタッフの協力をお願いします。

【ミーティング管理】

· ついにウェブにアップデートするノウハウを身に付けました。

· これからもレジュメ提出をよろしくお願いします。

【人材管理】

· 例会で名簿を配布。好評。また次の全体会で配りたい。＜個人の願望

· メンバー登録者を明確にする必要性。
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